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能
〈
砧
〉
の
再
考
・
新
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）
＊
日
本
文
化
学
科　

教
授　

平
安
朝
文
学
、
古
典
芸
能

る
会
場
で
、
②
演
目
が
演
劇
的
に
優
れ
た
も
の
で
あ
り
、
③
最
高
レ
ベ
ル
の
配
役
に

よ
る
理
想
的
上
演
で
あ
る
こ
と
を
死
守
し
た
い
。
今
回
も
そ
の
プ
ラ
ン
で
立
案
を
試

み
た
。

　

会
場
に
つ
い
て
は
、
東
京
で
最
も
①
の
条
件
を
満
た
し
、
足
の
便
も
良
い
、
表
参

道
・
銕
仙
会
能
楽
研
修
所
を
選
ん
だ
。
過
去
二
回
の
鑑
賞
能
も
同
じ
理
由
に
よ
り
同

会
場
で
実
施
し
た
経
緯
も
あ
る
。
③
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
能
楽
シ
テ
方
で
最
も
純

粋
か
つ
高
度
な
技
法
の
体
現
者
で
あ
る
大
槻
文
藏
氏
の
藝
風
と
魅
力
を
頼
る
こ
と
に

し
、
氏
が
得
意
と
す
る
能
の
ひ
と
つ
〈
砧
〉
を
演
じ
て
も
ら
う
こ
と
で
②
の
条
件
を

十
全
に
満
た
す
こ
と
を
考
え
た
。

　

そ
も
そ
も
〈
砧
〉
は
大
曲
で
あ
る
。
演
者
に
も
よ
る
が
全
曲
二
時
間
を
要
す
る
場

合
す
ら
あ
っ
て
、
普
通
は
い
わ
ゆ
る
「
初
心
者
向
け
」
の
演
目
と
考
え
ら
れ
な
い
。

だ
が
、
能
に
「
初
心
者
向
け
」
の
演
目
が
あ
る
の
か
。
そ
も
そ
も
「
初
心
者
向
け
」

と
は
い
か
な
る
要
件
を
満
た
す
演
目
の
謂
い
な
の
か
。
実
は
そ
う
し
た
点
は
甚
だ
不

分
明
で
あ
る
。
今
回
は
世
上
一
般
に
流
布
す
る
「
初
心
者
向
け
」
の
定
見
を
破
り
、

現
行
曲
の
う
ち
演
劇
的
に
最
も
内
容
の
深
い
能
の
一
つ
を
採
り
上
げ
、「
当
代
最
高

の
名
手
に
よ
る
名
作
〈
砧
〉
を
十
全
に
楽
し
む
」
目
的
で
立
案
を
進
め
た
。

　

だ
が
、
既
存
の
演
出
プ
ラ
ン
を
墨
守
し
、
ま
か
り
間
違
っ
た
ら
延
々
二
時
間
も
か

か
る
よ
う
で
は
、
学
生
た
ち
の
忍
耐
の
度
を
は
る
か
に
超
え
る
。
そ
こ
で
私
か
ら
大

槻
氏
に
提
案
し
、
詞
章
や
演
出
の
見
直
し
を
加
え
た
新
版
〈
砧
〉
を
制
作
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
一
大
学
向
け
の
企
画
で
、
し
か
も
〈
砧
〉
の
よ
う
な
習
物
の
大
曲
に
、

こ
う
し
た
操
作
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
極
め
て
珍
し
い
。
そ
こ
で
こ
の
場
を
借
り
、

今
後
の
た
め
に
そ
の
概
要
を
記
録
し
て
お
き
た
い
。

　

以
下
、
今
回
新
案
の
要
点
を
列
記
す
る
。
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明
星
大
学
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
で
は
、
古
く
か
ら
学
苑
の
教
育
目
標
と
さ
れ

る
「
体
験
教
育
」
の
学
是
の
も
と
、
学
生
た
ち
へ
有
意
義
な
教
育
効
果
を
も
た
ら
す

学
内
・
学
外
の
体
験
的
教
育
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
学
科

主
催
に
よ
る
能
楽
鑑
賞
会
を
過
去
二
度
に
わ
た
り
独
自
に
企
画
・
立
案
し
、
成
功
さ

せ
た
。
幸
い
な
こ
と
に
二
〇
一
九
年
度
も
そ
の
た
め
の
予
算
建
て
が
叶
い
、
能

〈
砧
〉
の
鑑
賞
公
演
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
監
修
の
立
場
で
す
べ
て
を
調
え

て
頂
い
た
の
は
観
世
流
シ
テ
方
、
文
化
功
労
者
・
大
槻
文
藏
氏
で
あ
る
。

　

学
校
教
育
に
お
け
る
能
楽
鑑
賞
と
い
え
ば
、
国
立
能
楽
堂
な
ど
公
共
公
演
の
チ
ケ

ッ
ト
を
購
入
し
て
実
施
す
る
か
、
能
楽
師
あ
る
い
は
能
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
団
体
に

「
丸
投
げ
」
の
か
た
ち
で
公
演
を
打
つ
か
、
大
抵
は
そ
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
が
、

私
の
持
論
お
よ
び
立
場
と
し
て
そ
れ
ら
を
潔
し
と
し
な
い
。
大
半
の
学
生
た
ち
に
と

っ
て
一
生
に
一
度
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
能
の
実
演
鑑
賞
を
、
最
高
の
環
境
と
内
容
で

精
い
っ
ぱ
い
享
受
し
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
の
が
私
の
切
な
る
望
み
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
①
正
式
な
能
舞
台
を
完
備
し
つ
つ
、
客
席
が
舞
台
に
近
く
迫
力
を
実
感
で
き
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明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
八
号　

二
〇
二
〇
年

で
あ
る
。

　

強
い
て
補
足
す
る
と
、
た
と
え
ば
観
世
流
〈
草
子
洗
小
町
〉
前
場
は
現
行
〈
砧
〉

同
様
の
操
作
を
採
る
た
め
、
前
シ
テ
・
小
野
小
町
は
橋
掛
リ
三
ノ
松
に
出
る
だ
け
で

そ
れ
以
上
は
足
を
進
め
ず
＝
本
舞
台
に
は
入
ら
ず
、
短
時
間
の
内
す
ぐ
中
入
し
て
し

ま
う
。
ワ
キ
・
大
伴
黒
主
が
盗
み
聞
き
の
た
め
小
町
邸
に
忍
び
込
む
の
が
こ
の
能
の

前
場
で
あ
る
。
シ
テ
は
主
役
ら
し
く
堂
々
と
本
舞
台
＝
自
邸
と
し
て
演
ず
る
の
が
能

の
基
本
で
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
定
型
を
外
し
、
簡
略
化
し
て
い
る
の
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
、
江
戸
中
期
（
幕
府
の
公
的
演
能
記
録
『
触
流
シ
御
能
組
』
に
享
保

七
年
＝
一
七
二
二
年
三
月
十
五
日
・
江
戸
城
西
丸
御
能
が
古
例
）
に
こ
の
能
を
最
も

古
く
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
入
れ
た
宝
生
流
（
現
行
表
記
は
〈
草
紙
洗
〉）
で
は
今
も
前

シ
テ
は
「
出
シ
置
キ
」
演
出
と
な
っ
て
い
て
、
実
は
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
古
く
正
統
な

型
。
観
世
流
〈
草
子
洗
小
町
〉
は
宝
生
座
に
次
ぐ
新
規
編
入
（
前
掲
書
で
は
安
永
十

年
＝
一
七
八
一
年
三
月
七
日
・
江
戸
城
本
丸
奥
能
が
古
例
）
で
あ
る
た
め
か
、
い
わ

ば
そ
の
「
本
式
」
を
外
し
た
便
法
で
成
り
立
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
出
シ
置
キ
」
の
〈
砧
〉
自
体
は
後
述
の
野
村
四
郎
氏
が
既
に
試
み
て
い
る
。
主

役
・
芦
屋
某
の
北
の
方
が
無
言
の
ま
ま
舞
台
上
に
不
気
味
な
存
在
感
を
示
し
て
い
る

中
で
ド
ラ
マ
が
始
発
す
る
点
、
不
思
議
な
迫
力
が
あ
る
。﹇
ア
シ
ラ
イ
﹈
で
出
た
場

合
は
囃
子
事
の
音
楽
効
果
に
よ
る
抒
情
性
が
加
わ
る
の
に
対
し
、
事
実
の
み
を
提
示

す
る
か
の
よ
う
な
「
出
シ
置
キ
」
に
は
リ
ア
ル
な
劇
性
が
際
立
つ
。

　

単
に
囃
子
事
を
省
く
、
省
か
な
い
だ
け
の
問
題
に
は
留
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。

③
一
部
詞
章
を
省
略
す
る

　

前
場
二
ヶ
所
の
詞
章
を
省
い
た
。
一
ヶ
所
は
、
地
謡
《
上
歌
》「
三
年
の
秋
の
〜

愚
か
な
り
け
る
頼
み
か
な
」。
も
う
一
ヶ
所
は
、
シ
テ
《
一
セ
イ
》「
音
づ
れ
の
」
〜

地
謡
「
誰
が
夜
と
月
は
よ
も
問
は
じ
」。

①
出
入
り
の
囃
子
事
を
省
略
す
る

　

能
を
見
る
こ
と
が
多
く
な
い
者
に
と
っ
て
し
ば
し
ば
甚
だ
し
い
苦
痛
と
感
じ
ら
れ

る
の
が
、
演
技
を
伴
わ
な
い
囃
子
演
奏
、
し
か
も
そ
れ
が
ご
く
静
か
に
演
奏
さ
れ
る

場
合
で
あ
る
。〈
砧
〉
の
場
合
こ
れ
に
該
当
す
る
二
ヶ
所
、
す
な
わ
ち
、
前
シ
テ
の

出
の
﹇
ア
シ
ラ
イ
﹈、
お
よ
び
後
シ
テ
の
出
の
﹇
一
声
﹈
ま
た
は
﹇
出
端
﹈
を
今
回

の
演
出
で
は
省
い
た
（
前
者
に
伴
い
次
項
②
の
操
作
も
発
生
し
た
）。

　

後
シ
テ
の
出
の
囃
子
事
を
省
い
た
今
回
の
場
合
、
ワ
キ
の
謡
（
い
わ
ゆ
る
「
待

謡
」
と
呼
ば
れ
る
《
上
歌
》）
の
う
ち
に
シ
テ
が
一
ノ
松
に
出
た
。
こ
の
時
、
夫
の

心
を
託
し
た
読
経
（
今
回
の
福
王
流
の
場
合
、
ワ
キ
に
よ
る
独
吟
）
の
間
に
、
そ
の

声
に
惹
か
れ
る
か
た
ち
で
妻
の
霊
魂
が
出
現
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
単
な
る
時
間

短
縮
と
い
う
便
法
を
脱
し
、
生
死
を
超
え
た
二
人
の
心
の
交
流
が
よ
り
直
接
的
に
表

現
さ
れ
る
美
点
も
顕
れ
た
。
ち
な
み
に
、﹇
出
端
﹈
を
打
つ
場
合
は
太
鼓
方
の
出
勤

を
要
す
る
が
、
今
回
は
そ
れ
も
な
く
な
る
た
め
、
経
費
面
で
も
一
人
分
削
減
の
メ
リ

ッ
ト
を
伴
う
こ
と
に
も
な
っ
た
。

②
前
シ
テ
を
「
出
シ
置
キ
」
と
す
る

　

現
行
演
出
で
前
シ
テ
は
、
ツ
レ
・
夕
霧
の
筑
紫
帰
着
が
一
段
落
し
て
か
ら
﹇
ア
シ

ラ
イ
﹈
の
囃
子
で
幕
か
ら
出
、
三
ノ
松
に
立
つ
。
今
回
は
﹇
ア
シ
ラ
イ
﹈
を
省
く
た

め
、
地
謡
・
囃
子
方
が
舞
台
に
出
た
あ
と
、
始
曲
を
前
に
何
ご
と
も
な
く
シ
テ
が
登

場
し
定
位
置
（
今
回
の
場
合
は
地
謡
先
）
に
出
て
床
几
に
掛
か
る
「
出
シ
置
キ
」
の

演
出
を
採
っ
た
（
こ
れ
に
伴
い
、
ワ
キ
の
《
名
ノ
リ
》
は
常
の
本
舞
台
常
座
で
は
な

く
、
橋
掛
リ
一
ノ
松
に
変
更
し
た
）。

　

こ
れ
は
単
な
る
便
法
の
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
元
来
、
能
舞
台

は
屋
内
、
橋
掛
リ
は
屋
外
あ
る
い
は
他
所
、
を
示
す
の
が
能
演
出
の
基
本
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、〈
砧
〉
の
現
行
演
出
は
異
例
で
あ
り
、
あ
え
て
言
え
ば
間
違
い
な
の
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能
〈
砧
〉
の
再
考
・
新
演
出
に
つ
い
て　
　
　

田
村
良
平
（
村
上　

湛
）

　

当
日
の
演
能
に
先
立
つ
解
説
講
演
で
私
は
こ
の
問
題
に
仔
細
に
触
れ
た
。
①
『
戸

令
』
の
規
則
を
背
景
と
す
る
『
伊
勢
物
語
』
第
二
十
四
段
以
来
、
文
学
の
世
界
に
お

い
て
は
「
三
年
」
と
い
う
年
限
が
夫
婦
の
離
縁
を
画
す
る
重
要
な
年
限
だ
っ
た
こ
と
。

②
そ
の
年
限
を
目
前
に
、
都
で
未
決
の
訴
訟
を
擲
っ
て
ま
で
年
内
帰
郷
し
よ
う
と
す

る
夫
の
強
い
意
志
、
す
な
わ
ち
妻
へ
の
愛
情
が
、
通
例
の
書
簡
で
は
な
く
、
わ
ざ
わ

ざ
使
者
を
立
て
て
故
郷
に
派
遣
さ
せ
た
こ
と
。
③
そ
の
重
要
な
使
者
が
妻
の
信
頼
で

き
る
人
物
で
な
い
は
ず
は
な
く
、
平
安
時
代
の
「
召
人
」
以
来
、
夫
に
近
侍
し
時
に

寵
愛
す
ら
受
け
得
る
侍
女
は
、
正
室
の
推
挙
ま
た
は
認
可
を
得
た
女
性
で
あ
っ
て
、

正
室
に
対
し
て
忠
誠
心
の
堅
い
人
物
で
あ
る
（
＝
「
ツ
レ
・
夕
霧
が
、
シ
テ
・
北
の

方
に
悪
意
を
抱
き
、
虚
偽
の
情
報
を
吹
き
込
む
」
な
ど
、
論
外
の
愚
か
な
解
釈
で
あ

る
）
と
い
う
こ
と
。
④
そ
れ
ほ
ど
の
任
務
を
負
っ
た
夕
霧
が
、「
年
内
に
帰
る
」
と

い
う
主
人
・
芦
屋
殿
の
堅
い
意
思
を
、
古
型
す
な
わ
ち
世
阿
弥
原
作
で
は
「
こ
の
秋

も
お
ん
下
り
あ
る
ま
じ
き
」
と
歪
曲
さ
れ
た
か
た
ち
で
口
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

の
は
、
帰
郷
し
た
夕
霧
に
口
を
挟
ま
せ
な
い
ほ
ど
北
の
方
の
感
情
が
切
迫
し
て
お
り
、

「
秋
＝
飽
き
」
の
幻
覚
に
取
り
憑
か
れ
た
物
狂
お
し
い
行
動
（
そ
の
頂
点
が
「
砧
ノ

段
」）
の
果
て
、
わ
ず
か
に
「
奥
さ
ま
は
『
秋
、
秋
…
…
』
と
取
り
乱
し
て
お
い
で

で
す
が
、
今
秋
ま
だ
ご
主
人
さ
ま
は
ご
帰
郷
に
は
な
り
ま
せ
ん
（
が
、
歳
末
ま
で
は

必
ず
お
帰
り
で
す
）」
と
な
だ
め
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
、
し
か
も
、

そ
の
後
半
の
重
要
情
報
を
夕
霧
が
口
に
で
き
な
い
う
ち
、
北
の
方
が
狂
気
し
、
死
に

至
っ
て
し
ま
っ
た
…
…
以
上
の
四
点
が
拙
解
の
概
要
だ
が
、
④
に
つ
い
て
は
相
当
程

度
、
読
み
手
・
観
客
が
解
釈
を
補
わ
な
い
と
成
り
立
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え

私
は
、
世
上
で
は
大
傑
作
と
讃
え
ら
れ
る
〈
砧
〉
を
、「
世
阿
弥
が
筆
を
尽
し
き
れ

な
か
っ
た
半
失
敗
作
」
と
認
定
す
る
立
場
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
諸
問
題
は
、
実
は
、
鑑
賞
に
先
立
つ
プ
レ
・
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
、「
な

ぜ
夕
霧
は
『
殿
は
こ
の
秋
も
お
ん
下
り
あ
る
ま
じ
き
に
て
候
』
と
言
っ
た
の
か
」
と

　

前
者
は
な
か
な
か
情
感
の
深
い
部
分
で
、「
思
ひ
出
は
身
に
残
り
、
昔
は
変
は
り

跡
も
な
し
」
の
名
文
句
も
あ
っ
て
捨
て
が
た
い
部
分
だ
が
、
大
槻
氏
の
発
案
で
大
胆

に
省
略
し
た
。
結
果
は
良
好
で
、
劇
展
開
が
ま
っ
た
く
一
新
さ
れ
、
前
場
全
体
が
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
も
の
に
変
わ
っ
た
。
こ
の
一
段
が
と
も
す
る
と
情
感
に
溺
れ
て
弛
緩

し
や
す
い
こ
と
が
、
今
回
の
措
置
に
よ
り
思
い
が
け
ず
反
省
さ
れ
た
か
た
ち
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
部
分
に
嘆
か
れ
る
「
孤
閨
の
哀
し
み
」
は
、
他
の
部
分
に
お
け
る

大
槻
氏
の
演
技
で
十
二
分
に
埋
め
合
わ
さ
れ
た
。

④
一
部
詞
章
を
古
型
に
戻
す

　
〈
砧
〉
は
古
本
と
現
行
本
と
決
定
的
な
異
文
が
ほ
と
ん
ど
な
い
能
で
あ
る
が
、
た

だ
一
ヶ
所
だ
け
、
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
前
場
の
最
後
近
く
、
い
わ
ゆ
る
「
砧
ノ

段
」
直
後
の
ツ
レ
・
夕
霧
の
コ
ト
バ
で
あ
る
。

（
古
型
）
い
か
に
申
し
候
。
殿
は
こ
の
秋
も
お
ん
下
り
あ
る
ま
じ
き
に
て
候
。

（
現
行
）
い
か
に
申
し
候
。
都
よ
り
人
の
参
り
て
候
が
、
こ
の
年
の
暮
に
も
お

ん
下
り
あ
る
ま
じ
き
に
て
候
。

　

古
型
（
岩
波
書
店
『
謡
曲
集　

上
』
所
収
・
天
正
四
年
堀
池
識
語
本
）
と
現
行

（
観
世
流
大
成
版
）
と
を
比
較
す
る
と
、
能
〈
砧
〉
の
本
文
で
大
き
く
相
違
す
る
の

は
わ
ず
か
こ
の
一
ヶ
所
の
み
と
言
っ
て
良
い
。
だ
が
、
こ
の
一
ヶ
所
の
相
違
が
実
は

戯
曲
の
根
幹
を
揺
る
が
す
相
違
で
あ
る
と
は
じ
め
て
意
識
的
に
指
摘
し
た
の
は
天
野

文
雄
氏
で
あ
っ
た
。
二
〇
一
三
年
二
月
九
日
、
大
阪
・
大
槻
能
楽
堂
自
主
公
演
能

「
日
本
探
訪
シ
リ
ー
ズ
」
研
究
公
演
に
お
け
る
〈
砧
〉
上
演
（
シ
テ
・
野
村
四
郎
）

は
、
そ
の
点
を
問
題
視
し
て
試
演
さ
れ
た
画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
同
型

は
同
じ
野
村
氏
に
よ
り
東
京
で
も
二
度
ま
で
試
演
さ
れ
て
い
る
。
私
は
そ
の
す
べ
て

を
見
、
評
論
に
も
扱
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
こ
こ
で
そ
の
詳
細
は
省
く
。
ち
な
み
に
、

大
槻
文
藏
氏
が
古
型
詞
章
に
よ
る
〈
砧
〉
を
試
演
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
で
あ
る
。



40

明
星
大
学
研
究
紀
要
【
人
文
学
部
・
日
本
文
化
学
科
】
第
二
十
八
号　

二
〇
二
〇
年

◆
能
〈
砧
〉
に
つ
い
て
（
約
五
〇
分
）

　

講
師
・
田
村
良
平
（
本
学
教
授
）

◆
観
世
流　

能
〈
砧
〉（
約
八
〇
分
）

　

シ
テ
（
芦
屋
殿
の
妻
／
そ
の
霊
）　

大
槻
文
藏

　

ツ
レ
（
芦
屋
殿
の
侍
女
・
夕
霧
）　

大
槻
裕
一

　

ワ
キ
（
芦
屋
の
な
に
が
し
）　

福
王
和
幸

　

ワ
キ
ツ
レ
（
芦
屋
殿
従
者
）　

矢
野
昌
平

　

間
狂
言
（
芦
屋
殿
の
下
人
）　

野
村
萬
斎

　

笛　
　

松
田
弘
之

　

小
鼓　

鵜
澤
洋
太
郎

　

大
鼓　

柿
原
弘
和

地
謡　

清
水
寛
二（
地
頭
）／
西
村
高
夫
／
馬
野
正
基
／
長
山
桂
三
／
安
藤
貴
康
／

小
早
川
泰
輝

　

後
見　

武
富
康
之
／
谷
本
健
吾

 

以　

上

設
問
の
上
、
学
科
二
年
生
全
員
に
考
察
・
執
筆
を
課
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
か
、
解

説
講
演
、
実
際
の
演
能
、
い
ず
れ
も
聴
講
・
鑑
賞
の
態
度
が
抜
群
に
良
好
で
、
眠
っ

た
り
し
て
い
た
学
生
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
終
了
後
に
は
大
槻
氏
も
感
心
さ
れ
て
い
た

ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
野
村
四
郎
氏
の
新
案
〈
砧
〉
は
、
夕
霧
の
コ
ト
バ
を
古
型
に
戻
し
た
だ
け

で
は
な
く
、
演
技
の
方
や
砧
の
作
リ
物
も
自
身
の
工
夫
で
改
め
た
も
の
だ
が
、
今
回

の
「
大
槻
型
」
は
「
野
村
型
」
と
は
無
関
係
で
、
演
技
や
作
リ
物
自
体
は
基
本
的
に

従
来
の
定
型
を
履
ん
で
い
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

　

以
上
ほ
ぼ
全
曲
は
八
十
分
。
地
謡
・
囃
子
の
好
演
も
あ
っ
て
実
に
引
き
締
ま
っ
た
、

簡
潔
か
つ
濃
厚
な
理
想
的
〈
砧
〉
と
な
っ
た
。
非
公
開
の
舞
台
な
が
ら
、
二
〇
一
九

年
に
東
京
で
上
演
能
さ
れ
た
能
の
う
ち
で
も
最
高
の
成
果
と
評
し
て
も
過
言
で
は
な

い
。

　

大
槻
文
藏
氏
と
は
こ
れ
ま
で
幾
多
の
舞
台
で
新
演
出
を
試
み
て
き
た
が
、
今
回
の

〈
砧
〉
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
大
槻
氏
の
優
れ
た
独
自
の
工
夫
に
負
う
も
の
で
あ
る
。

予
算
制
約
の
大
き
い
、
一
大
学
の
内
部
企
画
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
教
学

的
意
図
を
多
と
し
て
下
さ
り
、
人
間
国
宝
・
文
化
功
労
者
の
名
に
恥
じ
な
い
優
秀
な

演
技
は
も
と
よ
り
、
後
世
に
残
る
良
型
を
考
案
し
て
頂
い
た
大
槻
文
藏
氏
の
ご
厚
意

に
、
こ
の
場
を
借
り
て
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
。

 二
〇
一
九
年
（
令
和
元
年
）
十
二
月
二
十
日
（
金
）　

正
午
開
始

明
星
大
学
人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
主
催
「
能
楽
鑑
賞
会
」

 

会
場
・
銕
仙
会
能
楽
研
修
所


